
　
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
参
加
し
て
七
日
か
ら
始
ま
る
「
哨
お
か
や
ま
国
際

貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
前
に
九
日
、
岡
山
市
内
で
関
係
者
が
記
者
会
見
し
、
サ
ミ
ッ
ト

に
向
け
た
抱
負
を
語
っ
た
。
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8
力

　
会
見
は
同
市
奉
還
町
の
岡
山

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

主
催
す
る
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア

岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会
」
の

国
か
ら
参
加

仲
垣
達
会
長
や
ユ
ネ
ス
コ
本
部

　
（
パ
リ
）
の
職
員
ら
が
出
席
。

仲
垣
会
長
は
「
急
激
に
変
化
す

る
で
あ
ろ
う
一
不
一
世
紀
に
対

　
　
　
　
　
｀
’
心
‐
　
ｎ
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ご
嘸
駒

３
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
抱
負

を
語
る
主
催
の
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す

る
会
の
沖
垣
達
会
長
（
中
火
）
ら

応
し
た
国
際
貢
献
や
国
際
交

流
の
狂
り
方
を
考
え
た
い
］

と
述
べ
た
。

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

采
部
・
岡
出
所
楢
津
）
が
、

ト
ル
コ
や
台
湾
の
大
地
震
で

の
緊
急
救
援
活
動
な
ど
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

　
‐
玉
目
は
国
際
姉
妹
校
会

議
な
ど
の
ほ
か
、
今
回
初
め

て
岡
山
市
の
奉
還
町
商
店
街

と
共
催
で
、
正
午
か
ら
同
商

店
街
を
会
場
に
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
き
、
海
外
か
ら
の
参

　
サ
ミ
ッ
ト
は
今
回
で
六
回
加
者
が
各
国
料
理
の
屋
台
を

目
。
海
外
十
八
カ
国
士
亡
出
し
て
地
元
住
民
と
交
流
。

人
が
参
加
し
、
「
人
間
の
尊
‐
1
.
言
は
国
内
と
海
外
の
Ｎ

重
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
十
『
一
、
Ｇ
Ｏ
の
意
見
交
換
や
、
宗
教

日
ま
で
四
日
間
に
わ
た
り
県
者
会
議
な
ど
を
行
い
、
総
括

内
各
地
で
交
流
を
進
め
る
。
会
議
で
締
め
く
く
る
。

　
十
目
は
玉
野
市
で
［
環
境
　
七
三
日
は
、
津
山
市
の
美

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
］
を
間
作
女
子
大
で
サ
ミ
ッ
ト
参
加

き
、
岡
山
市
の
国
際
交
流
セ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
市
民
の
交
流
会

レ
タ
ー
で
は
国
際
医
療
ボ
ラ
を
間
く
。
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授
業
の
一
環
と
し
て
国
際

協
力
を
学
び
、
募
金
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
平
福
小

　
（
岡
山
市
平
福
）
は
九
日
、

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
了
ア
団

体
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
邸
・
岡

山
市
楢
津
）
の
高
松
知
文
プ
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
関
係
者
を
招
息
尹
ぶ

際
協
力
活
動
を
学
ぶ
児
童
＝

岡
山
市
平
福
、
平
福
小

斜
影
ド
Ｌ
｝
ブ
＜
万
一
―
″
踏
石
員
パ
Ｌ
ド

台
湾
救
援
ビ
デ
オ
で
づ
牡
ス
バ

の
様
子
の
ビ
デ
オ
を
Ｌ
映

し
、
国
際
協
力
活
動
の
理
解

を
深
め
た
。

　
国
際
理
解
の
授
業
を
選
択

し
て
い
る
五
、
六
年
生
計
百

―
十
人
が
、
九
月
に
起
き
た

台
湾
大
地
震
直
後
の
現
地
や
け

が
人
を
治
療
し
て
い
る
様
子
を

ビ
デ
オ
で
学
習
。
児
童
は
真
剣

な
表
情
で
見
入
っ
て
い
た
。

　
ビ
デ
オ
上
映
後
、
児
童
は
活

動
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い

　
削
除
協
力
の
仕
方
が
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
は
直
接
的
で
自
分
た
ち
は
間

接
的
］
「
他
の
人
の
こ
と
を
思

い
行
動
す
る
気
持
ち
は
同
じ
」

と
活
発
に
意
見
を
出
し
た
。

を
向
け
て
ほ
し
い
］
と
話
し
て

い
た
。
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